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平成２９年度第１回熊野町総合教育会議 議事録 

 

１ 日 時  平成３０年１月９日(火) 14:30～15:30 

 

２ 場 所  熊野町役場３階 会議室 

 

３ 出席者  

（構成員） 町  長  三村 裕史 

教 育 長  林   保 

教育委員  大竹 美枝子 

教育委員  友岡 惠美子 

教育委員  佛圓 悦子 

教育委員  髙山 毅士 

（事務局） 町長部局     総務部長         岩田 秀次 

総務部総務課課長補佐   福嶋 春樹 

教育委員会事務局 教育部長         民法 勝司 

教育部次長兼学校教育課長 横山 大治 

教育部学校教育課課長補佐 宗像 雅充 

（会議傍聴者）  ０名 

 

４ 内 容 

○岩田総務部長 

司会進行役の岩田と申します。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

定刻となりましたので、ただ今から平成２９年度第１回熊野町総合教育会議を開催させて

いただきます。なお、この会議は「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の定めによ

り、議事の内容等に支障がある場合を除き、原則、公開となっております。また、本日は傍聴

の希望がありませんでした。会議の内容につきましては、議事録作成後、ホームページ上で公

開させていただきます。 

それでは、開会に当たりまして、町長、三村からごあいさつを申し上げます。 

 

○三村町長 

新年明けましておめでとうございます。教育委員の皆様には、お忙しい中、平成２９年度

第１回熊野町総合教育会議にご出席いただきましてありがとうございます。 

総合教育会議は、私と教育委員の間で教育についての課題、将来ビジョンを共有するとい

うことで開催しています。 

町内の学校は、基礎学力が向上し、落ち着いており、いい状態である。この体制を維持し

ていきたいので、ご協力をお願いします。 

気になるのは施設整備で、文部科学省や県にお願いをしているが、来年度以降、熊野東中
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学校の大規模改造第２期工事、第一小学校の大規模改造工事、小・中学校の空調設備設計を

順次行う計画である。 

しかし、国の予算は厳しく、昨年１２月に文部科学省の担当課長へお願いに行ったが、 

４７都道府県の市町村から約２０００億円の要望があり、補正予算を含めても約１３００億

円、約６割強の予算しかないということである。学校施設の整備を行っていきたいが、ペー

スダウンすることもある、着実に実行していきたい。ご理解をお願いします。 

本日は、２９年度の取組状況、３０年度の取組概要、それから、生徒指導上の諸問題等に

ついて説明しますので、忌憚のないご意見等をお願いします。 

 

○岩田総務部長 

ありがとうございました。ここで、お手元に配付しております、資料のご確認をお願いいた

します。会議次第、出席者の名簿と本日の席表、この名簿を持ちまして、本日ご出席の委員の

ご紹介、事務局職員の紹介にかえさせていただきます。 

それから資料としましては、資料１、資料２そして資料３でございます。配付漏れ等の不備

はございませんでしょうか。 

それでは、議題の方に入らせていただきます。進行は、町長が議長となりますことから、こ

れよりは町長に会議の進行をお願いします。 

 

○三村町長 

それでは、議長を務めさせていただきますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

次第に沿って進めます。議題の（１）、平成２９年度教育に係る重点項目の取組状況について、

事務局に説明を求めます。 

 

○民法教育部長 

教育部長の民法でございます。資料１「平成２９年度教育に係る重点項目の取組状況」に

つきまして、ご説明いたします。 

（資料１「平成２９年度教育に係る重点項目の取組状況」について、説明） 

 

○三村町長 

事務局からの説明が終わりました。ただ今の説明に対しまして、何かご質問、ご意見等はご

ざいますか。 

 

○佛圓委員 

 工事費と委託料の違いは何か。 

○民法教育部長 

 工事に要する経費が工事費で、工事を行う前に設計を委託する経費等が委託費です。 

 

 



3 

○三村町長 

続きまして、議題の（２）、平成３０年度教育に係る重点項目の概要について、事務局に説

明を求めます。 

 

○民法教育部長 

資料２「平成３０年度教育に係る重点項目の概要」につきまして、ご説明いたします。 

（資料２「平成３０年度教育に係る重点項目の概要」について、説明） 

 

○三村町長 

事務局からの説明が終わりました。ただ今の説明に対しまして、何かご質問、ご意見等はご

ざいますか。なお、学校大規模改造工事については、国の予算がつかなければ後になります。 

 

○髙山委員 

 ＩＣＴ機器を各校１００万円で購入予定であるが、どのように整備をするのか。 

○民法教育部長 

 各校の状況に応じて電子黒板１台かタブレット端末１０台を購入します。例えば、第二小

学校は今年度電子黒板を購入しましたので、次年度はタブレット端末を、また、学校によりま

しては、次年度もタブレット端末を揃える、といったように整備をしていきます。 

○大竹委員 

 タブレット端末は、どのように活用するのか。 

○民法教育部長 

学校に１０台なので、１クラス各班４人で１台を利用することを想定しています。今年度

は学校内で、１時間に１クラスしか利用できませんが、次年度２０台になりますと、２クラス

が利用できます。 

 

○三村町長 

 ＩＣＴ機器は、本年度から３年間、単町費である程度揃えて、教える側と使う側が使い慣れ

たら、一人１台のタブレット配備を検討します。いきなり、使い方がわからない中ですべて整

備したら、教員も子供たちも戸惑うだけである。 

まだ、試行錯誤の段階であり、教員と子供たちが３年間使ってみて、慣れてきたら、文部科

学省等の補助金を活用して、本格的に整備していきたい。 

 

○三村町長 

続きまして、議題の（３）、生徒指導上の諸問題について、事務局に説明を求めます。 

 

○横山教育部次長 

資料３「生徒指導上の諸問題」につきまして、ご説明いたします。 

（資料３「生徒指導上の諸問題」について、説明） 
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○三村町長 

事務局からの説明が終わりました。ただ今の説明に対しまして、何かご質問、ご意見等はご

ざいますか。 

 

○友岡委員 

 今年度は小学校の不登校者が０人となっているが。 

○横山教育部次長 

１１月末までですが、０人です。 

○三村町長 

 暴力行為の件数が増えているが。いじめ件数は表に出た数字だけで、陰ではもっとあるの

ではないか。 

○横山教育部次長 

感情のコントロールができない子供が増えているのも影響していると思います。学校では

年３回アンケートを行い、小さな事案も把握しています。 

○三村町長 

 勉強面ばかり言うから暴力行為が増えている可能性はないか。他市町の状況はどうか。 

○横山教育部次長 

暴力行為は、西部教育事務所管内及び県内でも増えている状況です。 

 

○三村町長 

続きまして、議題の（４）、その他でございますが、せっかくの機会ですから、各委員さん

から本町の教育に関しまして、ご意見等をお願いします。 

  

○友岡委員 

 先日の成人式において、新成人の顔を一人ずつじっくり見てみると、話している人の方を

見て、話を聞くのは当たり前の顔をしていた。小中の連携で先生方も一緒に育てる意識でス

タートして育った子供たちです。小中連携、恩師のお蔭で、話をよく聞いており、新成人はと

てもいい顔をしていた。熊野の子供たちは良くなってきた。みんなで育てていかなければい

けない。 

○大竹委員 

 幼保小中連携がうまくいっている。会議を見ていると、それぞれの壁を乗り越えて、グルー

プみんなで自由に意見交換をして、流れが良く、つながりができた。指導も良くなっている。 

○髙山委員 

 スポーツ少年団の指導者はボランティアで、熱心に指導をしてもらっている。ただ、中に

は、休日の学校行事よりも、大会に出場することを優先するスポーツ少年団もあると聞く。親

も子もスポーツ少年団と学校の板挟みのようになっているが、指導者にも学校の先生にも何

も言えない状況である。修正していかないといけない。スポーツ少年団の理念では、学校行事

が優先されるものではないか。 
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○三村町長 

このことは、スポーツ少年団本部長に話しておきます。 

○佛圓委員 

子供たちの学力は向上してきた。これまで取り組んできた生徒指導等の効果が表れている

と思う。ただ、暴力行為は現在もあり、今良くてもいつどうなるかわからないので今後も指導

をきめ細かく行っていく必要がある。 

また、保護者の意見の中に、両中学校の生徒数のアンバランスがある。クラブ活動や通学路

の安全面なども関係していると思うが、何とかならないか。 

○三村町長 

両中学校の生徒数の差を縮める対策はないのか。 

○林教育長 

 両中学校とも学力は同等です。ただ、生徒数が少ないとクラブ活動には影響が出ます。人数

が少なくてもできる部活動、また、特化したクラブをつくるなどして、特色ある学校づくりを

進めていきたい。兄弟や友人などが通学すると、その流れは変わらないので、難しい問題で

す。 

 

○三村町長 

先日、町内の保育園の作品発表会で町外から来た園児の祖母から、熊野の子供は学力が高

いと言われていることを聞いた。本町の子供たちの学力が向上していることを再認識した。 

今後も、熊野に住んで、学んだら学力が向上すると言われるよう、教育行政を推進していき

たい。 

 

他にないようですので、本日の議題につきましては、審議を終了とさせていただきたいと

思いますが、よろしいでしょうか。ありがとうございます。 

それでは、以上を持ちまして、本日の議題は全て終了いたしました。進行を事務局に返した

いと思います。ご協力ありがとうございました。 

 

○岩田総務部長 

ありがとうございました。以上を持ちまして、平成２９年度第１回熊野町総合教育会議を

閉会とさせていただきます。 

本日は、誠にありがとうございました。 


